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プレスリリース  
 

 

2025 年 10 月 3 日 

東京医科大学 

横浜市立大学 
 

乳腺組織上のマイクロ RNA 発現に着目した 

乳癌脳転移再発予測バイオマーカーの探索 
 

 

 

【概要】  

東京医科大学（学長：宮澤啓介／東京都新宿区）乳腺科学分野 小山陽一助教、石川孝主

任教授、医学総合研究所 分子細胞治療研究部門 落谷孝広特任教授、横浜市立大学附属市

民総合医療センター 乳腺・甲状腺外科 成井一隆准教授、横浜市立大学医学部 消化器・腫

瘍外科学 山田顕光准教授らの研究チームは、乳腺組織上で特定のマイクロ RNA が乳癌脳

転移再発の予測バイオマーカーとして有用である可能性を示しました。 

 

この研究成果は、2025 年 9 月 29 日、Bio Med Central 社が出版する国際誌「Breast Cancer 

Research」に掲載されました。 

 

【本研究のポイント】 

● 乳癌は骨、肺、肝臓に転移をきたすことが多く知られているが、10-30%の割合で脳に

転移をきたし、転移性脳腫瘍の中では肺癌に次いで頻度が高いと言われている。 

● 乳癌脳転移は早期に発見できれば、局所療法が奏功し、全身状態を維持することで予

後改善が期待されるが、現在までにそれを予測するバイオマーカーは存在しない。 

● 今回我々は、早期乳癌の乳腺組織を用いて、脳/肺/肝/骨単独再発を来した患者 4 群に

分けた。乳癌脳転移との関連が報告されている 15 種類のマイクロ RNA を発現比較し

たところ、hsa-miR-155-5p が脳単独再発群で有意に発現が上昇していた(p<0.001)。 

● Hsa-miR-155-5p の発現は有意な脳転移再発予測能を示した。(AUC=0.960) 

● さらなる検証で、乳癌無再発群との比較では、脳単独再発群において hsa-miR-155-5p

の発現が高い傾向が見られた。(p=0.081) 

● In situ hybridization によって、hsa-miR-155-5p は乳腺原発巣の癌部に均一局在してい

ることが示された。 

 

【研究の背景】 

乳癌は本邦女性が罹患する悪性腫瘍の中で最も頻度が高く、年間 9-10 万人が罹患し、

死亡率も上昇の一途をたどっています。乳癌は骨、肺、肝臓に転移をきたすことが多く知

られていますが、10-30%の割合で脳に転移をきたすことがあり、脳転移後の生存期間は他
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の内臓転移と比較しても短い傾向にあります。このことから、早期に脳転移を発見し治療

を行うことが重要であると考えられますが、現段階で乳癌の脳転移早期発見のためのバイ

オマーカーとなるものは存在しません。 

 マイクロ RNA（microRNA(miR)）は、ゲノム上にコードされる 20-25 塩基長の核酸です。

この短鎖 RNA は機能性のノンコーディング RNA に分類され、他の遺伝子発現を調節する

という重要な役割を果たしています。乳癌領域において今日までに、乳癌の発生・悪性化・

転移・診断・予後と関連するマイクロ RNA が多数報告されており、今後マイクロ RNA が、

がんの早期発見や転移の予測、治療効果、治療後の予後管理のためのバイオマーカーとな

り得ることが期待されます。 

 既報告では乳癌脳転移に関連するマイクロ RNA も多数報告されていることから脳/肺/

肝/骨転移再発を来した乳癌において、マイクロ RNA の発現を定量 PCR 法で解析し、乳癌

脳転移再発に特異的なバイオマーカーを探索しました。 

 

【本研究で得られた結果・知見】 

乳癌脳転移との関連が報告されているマイクロ RNA15 種類を、脳/肺/肝/骨単独再発し

た患者の乳腺原発巣上で発現比較を行ったところ、hsa-miR-155-5p が脳単独再発患者で

有意に発現が上昇していました。（図 1）また、hsa-miR-155-5p の発現は有意な脳転移再

発予測能を示しました。(AUC=0.960) (図 2) 
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追加検証で、乳癌無再発群との比較では、脳単独再発群において hsa-miR-155-5p の発

現が高い傾向が見られました(p=0.081)。（図 3）また、In situ hybridization によって、hsa-

miR-155-5p は乳腺原発巣の癌部に均一局在していることが示されました。（図 4） 
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【今後の研究展開および波及効果】 

 本研究では、乳腺組織上でのマイクロ RNA の発現が、乳癌脳転移再発の予測に有用であ

る可能性が示されました。臨床現場において定量 PCR 法は普及しており、患者にとっても

脳転移再発のリスクを知ることは、脳転移の克服という医学的課題への重要な一歩だと確

信していることから、今後も、本研究結果を元にさらなる追加研究を進めて行こうと考え

ています。 
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〇研究内容に関するお問い合わせ先 

 東京医科大学病院 乳腺科学分野 

 助教 小山陽一（こやまよういち） 

 TEL：03-3342-6111（病院代表） 

 E-mail：peach@tokyo-med.ac.jp 

 

〇取材に関するお問い合わせ先  

学校法人東京医科大学 企画部 広報･社会連携推進室  

TEL：03-3351-6141（大学代表） 

E-mail：d-koho@tokyo-med.ac.jp 

大学 HP：https://www.tokyo-med.ac.jp/ 
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公立大学法人横浜市立大学 研究推進部 研究・産学連携推進課 

E-mail：kenkyu-koho@yokohama-cu.ac.jp 

大学 HP：https://www.yokohama-cu.ac.jp/ 
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